
活断層としての立田山断層

1．はじめに

筆者は、最近、熊本地震との関連で熊本市

を北東から南西に横切る立田山断層について

調査する機会を得鮫辺・横山，1987）、そ

の中で熊本市愉の木で、立田山断層そのもの

と考えられる断層群の露頭を見いだした。観

察された断層群と、それに付随する問題につ

いて紹介する。なお、本報は、熊本大学教育

学部紀要に現在投稿中（渡辺，1987）の内容

を中心にして解説的に書き改めたものである。

本研究を進める上で、熊本大学田村実教授

には熊本市付近の地質について日頃からいろ

いろと御指導頂いている。同横山勝三教授に

は野外調査に御協力頂いたのみならず、内容

に関しても、多くの御意見を頂いた。京都大

学久保寺章教授、九州産業大学表俊一郎教授．

九州東海大学宮崎雅徳助教授には熊本地震に

ついていろいろと教えて頂いた。また、熊本

市防災消防課には野外調査の便宜を計って頂

いた。以上の方々に感謝申し上げる。

2．活断層およびリニアメントの定義と考え方

活断層とは、最近地質時代に活動した断層

で、今後も活動する可能性のある断層のこと

である。しかし、最近では、最近地質時代す

なわち第四紀に活動した断層を活断層と呼ぶ

ことも多い（松田ほか、1977）。元来、活断

層という用語は、今後も活動する可能性のあ

る断層という点に意義があるから、たとえ第

四紀またはその後期に活動していても将来は

活動しないと考えられる資料が得られる場合

には活断層から除かれることが望ましい（松

田ほか、1977）。しかし、実用の問題として

は、将来活動しないと考えられる例は多くな

いので、上述のような唾第四紀に活動した断
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層”を活断層と呼ぶほうが安全である。従っ

て､本報では､活断層の用語は松田ほか（1977）

に従って侭第四紀に活動した断層”とする。

リニアメントとは、空中写真や地形図に見

られる線状模様を意味し、線状に続く谷地形

や崖、異なる地形の結果、および単なる地質

や植生の差を反映したものなどが含まれる。

しかし、活断層との関連でいえば前二者、す

なわち、地形的リニアメントが重要である。

活断層調査の手順は図－1に示されるよう

に、空中写真の立体視および現地調査によっ

て行われるのが一般的である(松田ほか、1977)。

あるリニアメントが活断層であると判定する

ためには、同じ時代に生じたひとつづきの地

形面または地形線がそのリニアメントの両側

で食い違っていることが確かめられれば十分

である。同じ時代に形成された地形面は鍵地

形面と呼ばれる。各種の段丘面、段丘崖、小

起伏侵食平坦面、火山などの山腹斜面、火砕

流台地などはしばしばよい鍵地形面となる。

鍵地形面の形成年代が知られ、その変位量が

求まれば、その断層の平均の変位速度が計算

上求まる。

あるリニアメントの賦活断層らしさ”の程

度を活断層の確実度と呼び、確実度には1－

Ⅲのランクが用いられる(松田ほか、1977）

（図－2）。確実度Iは、確かな基準地形が

存在し、それが確実に変位しているのが認め

られる場合である。確実度Ⅱは、Iの二つの

条件が不十分であるが、おそらく活断層であ

ると考えられるものである。確実度mは、よ

り不確かで活断層の疑いのあるリニアメント

である。本報の活断層およびリニアメント分

布図の表現は上述の考え方でつくられたもの
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（1）活断層の疑いのある

リニアメントの摘出

鍵地形面の有無とその

変位の向きの認定

（2）確実度・変位の向きの

表示

鍵地形面の時代とその

変位量の推定

（3）活動度の判定

図-1空中写真による活断層認定の手順（松田ほか,1977)

図－2活断層の確実度’一Ⅲとその記号（松田ほか，1977〕
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確実度 記号

活断層であることが確実なもの

一
一
両

II

決定的な資料はないが，変位の

向きの推定は可能であり，活断層

であると思われるもの．

里

一

一

下 丁

Ill 活断層の疑いのあるリニアメンI －－－口





図－3九州中部における活断層およびリニアメントの分布
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図－4立田山断層の地形

－9－

鰻



ある。露頭は高さ数mで長さ約500mに亘る

もので、露頭面の方向はほぼ東西である。観

察された断層の方向が露頭面の方向に近いた

めに、断層の性状の把握がかなり困難であっ

た。以下に観察結果を記述する。

(A)砂牒層と赤ボクを切る断層(Plate-

1，写真A)

露頭面は色調の異なる3層からなる。それ

らは下位より砂牒層（託麻砂牒層に相当する

が以下単に砂喋層と呼ぶ）（写真左下端の白

色部）、赤ボク（写真中央部の灰色部）、お

よび黒ボク（写真上部の黒色部）である。そ

れぞれの時代については、砂牒層がAso-4

火砕流堆積物とほぼ同時代、赤ボクの上端が

約1万年前、黒ポクが1万年より新しいと考

えられる。写真左端に落差約60”の右落ちの

断層が見える。人物の約lm右（砂牒層がコ

ンクリートに隠れるところ）に更にもう1本

の断層が認められる。写真Bは写真Aの左側

の断層の拡大写真である。

(B)砂喋層と赤ポクを切る断層(Plate-

1，写真B)

砂喋層の上面だけがずれているようにみえ

るが、赤ポク中の断層面は写真右上方へ延び

るクラックとして見えている。断層面の向き

はN80E、傾斜は約80･で北落ちの正断層

である。断層面にはスリッケンサイド(鏡肌）

が見られ、面上の条線は約70。東の傾斜を持

ち、この断層が右ずれ成分を有することを示

している。

(C)砂牒層を切る断層(Plate-i,写真

C)

未固結の砂牒層をきる断層。写真中央の断

層面を境に、その左右で、砂牒層の性質が異

なっている。

(D)南落ちの断層(Plate-1,写真D)

写真左側（南側）の砂操層が約60“ずれ落

ちているのが認められる。断層面の向きはN

80Eで、鉛直である。この断層は他の断層

と平行である。露頭で見られる断層の多くは

北落ちであるが、この断層のように南落ちの

断層も含まれている。

(E)砂喋層と赤ボクを切る断層(Plate-

1，写真E)

断層面の向きはN80E、傾斜は80。で北

落ちである。鉛直方向のずれの大きさは1．7

mを越えている。この変位量は、今回観察さ

れた断層群の変位量のうち最大のものである。

(F)赤ポク中に見られる平行なクラック群

(Plate-i,写真F)

露頭面内の赤ポク中にはしばしば周囲の断

層に平行なクラック群が観察される。写真A、

Bの例から判断して、これらのクラックは、

断層に伴って赤ポクが変位して生じたものと

解される。

(G)Aso-3火砕流堆積物と砂牒層を切る

断層(Plate-l,写真G)

写真下半部の無層理の部分はAso-3火砕

流堆積物（小野・渡辺，1983）で、上部の牒

質部は砂牒層である。断層面の方向はN70

E、傾斜は60｡～70。で北落ちの正断層であ

る。なお、Aso－3火砕流堆積物の年代につ

いては10．3士4．2万年（岡口，1978）の値

がある。

(H)断層面のスリッケンサイド(Plate-

1，写真H)

写真Gに示した断層面に見られるスリッケ

ンサイドである。スリッケンサイド上の条線

は25｡～35.東に傾斜し､この断層が横ずれ成

分を有することを示している。また、このよ

うな低角度の条線の存在は、この断層が斜面

の重力による単純なクリープ性のものではな

いことを示すものである。

以上の観察から断層群の以下のような特徴

がまとめられる。

i)観察された断層は、総て地形からその存

在が推定された立田山断層の位置にあり、し

かもそれにほぼ平行である。

ii)観察された断層のほとんどは、断層面の

傾斜が鉛直に近い北落ちの正断層であり、地
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而上のスリッケンサイドの観察からは横ずれ

成分は認められなかった。これらの正断層群

はその延びの方向が立田山断層にほぼ平行で

あり、しかも、地形から推定される立田山断

層のセンス（西落ち）とも一致する。したが

って、これらの断層群は立田山断層に伴う副

次的な正断層群と考えられる。なお、立田山

を構成する岩層の詳しい年代は不明であるが

第四紀更新世の堆積物と考えられるので、こ

れらの断層群も活断層の範ちゅうに含まれる

吉井（1955）は、万石の谷およびその北方の

兎谷においてもいくつかの正断層が存在する

ことを報告しており、上述の断層群はそれら

の一部であろう。

7．立田山断層の露頭の発見の意義

今回の立田山断層の露頭の発見は、従来、

地形および周辺の地質などから推定されてい

た立田山断層が、約2万年よりかなり新しい

時代まで動き続けている活断層であることを

確実にした。また、この立田山断層は、1889

年（明治22年）の熊本地震(M=6.3)を引

き起こした活断屑寡塑ゐ可能性が筆者らの研
究で指摘されており（久保寺ほか，1986）注

目に値する。すなわち、熊本地震の震源が立

田山断層の近くに求められ、更に、家屋倒壊

率の高い場所が立田山断層沿いに線状に配列

しており、これらのことは、熊本地震は立田

山断層の活動に伴うものであることを強く示

唆している。

8．おわりに

本報では新たに見いだされた立田山断層の

露頭を記述し、立田山断層が確実な活断層で

あることを示した。加えて、立田山断層の変

位速度、その活動の開始時期ならびに立田山

断層と熊本地震との関連についても触れた。

熊本付近の地殻変動の実態を捕らえるととも

に、地震災害対策上の見地からも立田山断層

の詳細な履歴の解明が望まれる。

引用文献

千田昇（1979）；中部九州の新期地殻変動。

岩手大・教育・研究年報，39，37－75・

今西茂・I刑村実（1958）；表層地質調査燕熊

本”5万分の1地質図および説明書。経済

企画庁・熊本県発行。

活断層研究会（1980）；日本の活断層一分

布図と資料一。東京大学出版会。363p.

久保寺章・表俊一郎・横山勝三・渡辺一徳・

宮崎雅徳（1986）；1889年（明治22年）

熊本地震の再評価。自然災害科学会講演会

要旨集，第5回，47－48・

町田洋（1984）；テフラ研究の展望。地学雑一

92，441－“7･

松田時彦・太田陽子・岡田篤正・清水文健・

東郷正美（1977）；空中写真による活断層

の認定と実例。東大地震研い報，52，461

－496．

岡口雅子（1978）；阿蘇火砕流堆積物中の黒

曜石のフィショントラック年代。火山，第

2集，23，231－240・

小野晃司・渡辺一徳（1983）；阿蘇カルデラ。

月刊地球，“，73－82・

渡辺一当徳（1984）；熊本県阿蘇カルデラ西方

地域の活断層群とその意義。熊本大・教育

・紀要，自然科学，33，35－47。

…………（1987）；立田山断層の露頭の発見

とその意義。熊本大・教育・紀要，自然科

学，36，（印刷中）

…………。籾倉克幹・鶴田孝三（1979）；阿

蘇カルデラ西麓の活断層群と側火口の位置＝

第四紀研究，18，89－101。

…………・田村実（1981）；阿蘇外輪西麓の

段丘堆積物について。熊本大・教育・紀要

自然科学，30，19－27。

…………・横山勝三（1987）；熊本市および

周辺地域の地形。地質と活断層。熊本市震

災対策基礎調査報告書，49－72・熊本市

防災対策室。

吉井正敏（1955）；金峰山地域の火山地形に

ついて。熊本大・教育・紀要，3，135－

144o

－13－




